
第180図 第61号住居跡出土遺物
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第61号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器嵩 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考
1 坪 15.2 4.9 BCDEFGH A 明赤褐 90 
2 杯 14.4 (4.6) BCEGH A 褐灰 70 カマド ニ次被熱顕著
3 坪 (13. 8) (4. 2) BCDEGH C 橙 25 
4 坪 (13. 6) (4. 0) BCEGH C 鈍褐 20 
5 杯 (13. 6) 6.0 BDEGH B 橙 40 白色粘土含有
6 甕 7.6 BCDEGH B 鈍橙 20 
7 甕 18.0 31. 9 7.4 BCGHJ B 橙 95 
8 編物石 4個体， 土錘 長4.39 径1.30 重5.95
10 土錘 長(4.74) 径(1.59)重(10.85) 欠損

=0.64m、P4 =0.65mてある。柱間はPl-l.82m 

-P 2 -2.10m-P 3-2.22m-P 4 -2.09m-P 1 

てあった。P2、3の覆土第 1層は柱痕を示すものと

考えられる。

カマド右側から貯蔵穴が検出された。径0.28X0.20

m、深さ0.09mてある。平面形態円形て‘小形てある。

カマドは北壁中央右よりから検出された。床面と同

レベルの燃焼部から急激に立ち上がり煙道部に移行す

る。煙道部底面は水平てあった。なおカマド主軸は住

居跡主軸よりやや東に傾く 。燃焼部長0.68m、同幅

0.35m、煙道部長0.24m、同幅0.15mてあった。燃焼

部中央には河原石製の支脚が直立 しており、その直上

から甕胴部片が検出された。

カマド灰層は燃焼部奥壁付近に薄く遺存していたが、

検出レベルは燃焼部底面より浮いていた。 したがって

カマドの最終使用面はf層上面と思われる。

出土遺物（第180図）

少量の遺物が床面直上から出土した。坪はいずれも

蓋模倣の形態て‘‘あるが、いずれも口縁部に緩やかな外

反が認められる。2はカマド内部からの出土て‘、二次

被熱が顕著てあった。また編物石が4個体出土してい

る。土錘は 2個体出土した。
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第49号住居跡（第181 • 182図）

第49号住居跡はH • I -4グリッドに位置する。他

遺構との重複関係はなかった。遺存状況は良好て‘残存

壁高は0.30mてあった。

主軸方向はN-70°-Eを指す。主軸長5.14m、副

軸長5.08mてあり方形を呈する。断続した壁溝が壁際

を巡るが、東壁側にはなかった。床面中央付近のレベ

ルがやや高かった。

壁際に堆積していた覆土第 5層と、床面直上の第 7

層は、多量の炭化物を含有していたが、床面からは炭

第181図第49号住居跡
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第 49号住居跡土層註

1 灰褐色 焼士粒子少董

2 灰褐色 焼土粒子少量

3 暗灰褐色炭化物粒子・焼士粒子少最

4 暗灰褐色炭化物微最

5 暗灰褐色炭化物粒子多呈焼士プロック少董

6 暗灰褐色炭化物微量

7 灰褐色 焼土・炭化物粒子多最灰少最

8 極暗褐色炭化物粒子微拭

柱穴土層註

1 灰褐色 炭化物多最

2 灰褐色 炭化物粒子少量

3 灰褐色 炭化物粒子多董

4 灰黄褐色

5 灰褐色 炭化物粒子微景

6 灰白色 粘土質

貯蔵穴士層註

1 暗灰褐色 炭化物・焼士粒子少嚢

2 灰色 炭化物粒子・焼士プロック微最粘土質

3 暗灰褐色炭化物粒子微量

゜
2m 
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化材、焼土等は検出されなかった。

主柱穴の深さはP1 =0.32m、P2 =0.60m、P3

=O. 70m、P4 =0.60mてある。P2、3の覆土中層

からは薄い炭化物層が検出された。床面直上の第 7層

と対応する可能性がある。

柱間はP1 -2.50m-P 2 -2.68m -P 3 -2.45m 

-P 4 -2.64m-P 1てあった。

カマド右側から貯蔵穴が検出された。平面形態は不

整な隅円方形て‘‘径0.87X0.9lm、深さ0.50mを測る。

上位て‘‘緩やかな段を有しており、底面は平坦て‘あった。

遺物は上段底面の直上から多量に検出された。

カマド右袖脇からは径0.45m程の周堤状の高まりが

検出され、その中から遺物が出土した。

カマドは東壁中央から検出された。床面と同レベル

の燃焼部から緩やかに立ち上がり煙道部に移行してお

り、両者の境界は不明瞭て‘‘あった。煙道部底面は緩や

かに傾斜していた。先端に煙出しピットを有する。燃

焼部中央からは12の甕胴部が逆位て出土した。転用支

脚と想定される。灰層の発達が顕著て‘‘あった。

燃焼部長1.28m、同幅0.30m、煙道部長0.82m、同

幅0.21m、煙出しピットの深さ0.19mてあった。

出土遺物（第183図）

遺物はカマド前方と貯蔵穴周辺を中心に出土してお

り、床面中央からの出上はなかった。

第182図第49号住居跡カマド
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第49号住居跡 カマド士層註

a 黒灰褐色 焼土プロック・炭化材・灰少最

b 灰褐色 焼土粒子・炭化物少巌

c 灰褐色 焼土プロック多最炭化物微量灰少量

d 灰色 焼土プロック少量

e 灰色 焼士プロック少黛灰多最

f 灰色 焼土プロック・炭化材・灰少量

g 灰黄褐色 h層との境界面被熱袖構築土近似

h 暗灰褐色 焼士プロック ・炭化物粒子少最。
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第49号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 坪 16.0 (4.6) BCDEGH A 明赤褐 65 貯蔵穴上層

2 坪 14.0 4.9 BCEG B 橙 100 貯蔵穴上層

3 坪 14.6 4.0 BCEGH B 橙 100 貯蔵穴上層

4 坪 12.8 4.8 BCDEGH A 明赤褐 100 
5 椀 11.4 6.6 BCDEGH B 橙 100 
6 壺 4.8 BCEGH C 鈍黄燈 100 
7 甕 12.2 11.8 5.2 BCGH C 鈍橙 65 
8 甕 14.6 12.8 6.2 BCEGH B 鈍橙 100 ， 甕 19.0 31. 6 7.0 BCDGH C 鈍橙 85 内面黒色物水平付着

10 甕 19.0 BCEGH A 橙 100 貯蔵穴上層

11 甕 8.0 BCDEGH B 鈍褐 80 
12 甕 BCEGH B 鈍黄燈 90 転用支脚上端不均一、下端水平
13 甕 16.8 19.4 7.6 BCEGH B 鈍橙 90 貯蔵穴上層

14 甑 24.0 26.6 9.0 BCDEGH B 鈍橙 95 
15 甑 17.4 13.0 6.0 BCEGH B 橙 100 孔径1.8cm
16 支脚 4.1 BCEGH B 明赤褐 100 土製
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第183図 第49号住居跡出土遺物
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カマド前方からは 7の小形の甕、 9の長胴の甕、 14

の大形の甑が出土した。9の内面にはオコゲ状の黒色

粒子痕が水平に付着していた。

右袖の付け根部分は0.16m程、床面より高まってお

り、中には浅い掘り込みを有していた。そこから 8の

小形の甕と 15の小形の甑が重なって正位て出土した。

両者とも口縁部に輪積み痕が残る。15の底部は薄く造

られており、孔径は1.8cmてある。貯蔵穴覆土上層か

らは 2、3、4の坪が完形て出土した。蓋模倣、身模

倣、有段口縁の良好な一括資料と言える。また10の長

胴甕と 13の中形の甕も共伴して出土 した。16は中実の

土製支脚て‘あるが、覆土中からの出土て‘‘ある。
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(8)第 6住居跡群

第6住居跡群は I~K-5~ 6グリッドに所在する

9軒の住居跡とする。確認面標高はおよそ37.Smてあ

る。本調査区の南西端に位置し、東西は遺構の分布が

やや稀薄て‘‘ある。前述した古墳時代前期の遺物包含層

は本群の東側から検出された。

住居跡間の重複関係は83住→82住→74住がある。な

お本群中に所在する全ての溝跡は住居跡よりも新しい。

ただし後述するように第 5号溝跡以外は古墳時代後期

に帰属すると思われる。

住居跡の形態を概観すると、定型的な方形フ°ランを

有し、長煙道のカマドを有するのは、第83、81号住居

跡のみてある。その他の住居跡は縦長長方形、横長長

方形等てあり、定型的な貯蔵穴、主柱穴が検出されな

かったものが多い。また遺構深度も、第83号住が、

0.38m、第81号住が0.55mと深いのに対し、それ以外

は0.2m以内と浅かった。

出土遺物を概観すると本調査区中ても新相を示すも

のが多い。つまり須恵器蓋模倣の土師器坪はいずれも

ロ径が12c叫人内に収まるものが多い。なお身模倣は 1

点も出土していない。特に第77号住からは、ほば完形

の小形の蓋模倣坪が 7個体出土しており、良好な一括

資料と言えよう 。

特筆するべき遺物としては第83号住から出土した 2

個体の鞘の羽口が挙げられる。また80号住からは遺物

の出土は少量て‘‘あったが床面直上からは炭化材が多量

に検出された。

本群からは有段口縁坪を主体とすると思われる住居

跡は第82号住以外検出されていない。つまり本群は古

相段階から途中断絶があって、最新相の住居跡が構築

されたと考えられる。

第78号住居跡（第185図）

第78号住居跡はH • I -5グリッドに位置する。他

遺構との重複関係はなかった。排水溝に一部壊されて

いた。遺構深度は浅く、およそ0.12mて‘‘った。最下層

は炭化物を多量に含有する。

主軸方向はN-45' -Eを指す。主軸長推定4.07m、

副軸長2.75mの縦長長方形を呈する。部分的に壁溝が

巡る。明確な柱穴はなかったが、浅いピットが3基検

出された。それぞれ深さはP1 =0.26m、P2 =0.31 

m、P3 =0.44mてある。Plからは坪が2個体出土

している。

貯蔵穴およびカマドは排水溝の影響等 もあり遺存状況

が悪かった。貯蔵穴は北東コーナ一部に位置し、平面

形態は楕円形を呈する。径0.34X推定0.6m、深さ0.2

2mてある。覆土中から少量の遺物が出土した。

カマドの袖は検出されず、煙道部も削平によるのか明

瞭て‘はなかった。燃焼部は床面レベルから掘り込まれ

ており、焼土層、灰層が検出された。

出土遺物（第185図）

少鼠の遺物が貯蔵穴およびPlから出土している。

1は有段口縁坪てある。体部から稜を有さずに口縁

部に移行する。口縁部上位て弱い段を有する。2、3 

は蓋模倣の坪て‘‘あるが、いずれも口径11.6cmと小さく、

器高も低い。いずれも口縁部は小さく外反する。

第77号住居跡（第186図）

第77号住居跡は I-6グリッドに位置する。他遺構

との重複関係はなかったが、第83号住居跡のカマド煙

道部と隣接していた。遺構深度は0.08mて‘あった。

主軸方位はN-90°-Eを指す。主軸長3.84m、副

軸長2.78mの縦長長方形を呈する。壁溝は検出されな

かった。

主柱穴の深さはP1 =0.15m、P2 =0.15m、P3

=0.18m、P4 =0.14mといずれも浅かった。柱間は

P 1 -2. 20 m -P 2 -1. 73 m -P 3 -2. 38 m -P 4 -

1.75m-Plてあった。縦長の住居跡形態と対応して

奥行きが長い。

貯蔵穴と想定されるヒ°ットは北西コーナ一部より検

出された。平面形態隅円方形を呈するが、深さは0.08

mと浅かった。遺物は出土しなかった。

カマドは東壁右よりから検出されたが、遺構深度が

浅＜、遺存状況は悪かった。煙道部は削平されていた

可能性が高い。燃焼部は床面より僅かに低かった。

カマド内部からは遺物の出土はなかったが、左袖に
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第185図 第78号住居跡・出土遺物

＼ ＼ 

＼ 
II ¥ 排水潰 口¥0¥

B- B-

9

,

 

¥

I

I

 

°-ー
ぷ
乞

o_ 

0p, 

＼
 ◎p2 

≪I 

B 38.00 B' 

冒 “”-/／///／／／` ”/／／／ー／／／／／＝ー／量／“9̀

言 三ロ

f.._38.00 --5,'. 

冒
D 37.BO D 

言

第78号住居跡土層註

1 灰褐色焼土粒子微最炭化物粒子・酸化鉄粒子少最

2 黒色 炭化物極多最（炭化物層）

p 1土層註

1 黒褐色 焼土 ・炭化物粒子主体

2 褐色 炭化物粒子微最土器片出土

貯蔵穴土層註

1 暗灰褐色焼土粒子微最

2 黒色 炭化物粒子・灰・崩壊焼土プロック多屋

3 灰褐色 灰・焼土プロック少嚢

4 黒褐色 焼土粒子・炭化物粒子多巌

カマド土層註

a 赤褐色焼土プロック主体

b 灰色 灰主体焼士粒子少最（灰層）

こ ロ
゜

2m 

゜
10cm 

第78号住居跡出土遺物観察表
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3 □ 底怪 I;三I焼［成 1:：調言I［塁貯蔵穴と接；蒲考

接して 9の甕が出土している。

出土遺物（第186図）

数量的には多くないが、遺存状況の良好な遺物が床

面直上から検出された。坪は蓋模倣が7個体出土して

いるが、いずれも口径12cm前後と小さく、器衛も低い。

底部はやや平底気味てある。体部の稜も 2、3、5、

6、7はヘラケズリのみにより作出される。 8、9、

10は小形の甕て‘‘ある。 9の外面には縦位の刷毛目調整

が施される。 10はP2覆土上層から検出された。底部

周縁は極薄く成形されている。小形の甑の可能性もあ

るが、孔は確認されなかった。編物石 2個体、土錘 1

個体が出土している。

第74号住居跡（第187図）

第74号1主居跡は I-5 • 6グリッドに位置する。他

遺構との重複関係は第82、83号住居跡を切り、第 5号

溝に切られる。覆土下層の第 3層は灰層て‘ある。

主軸方向はN-132°-Eを指す。主軸長2.62m、

副軸長3.85mてある。平面形態はやや不整の横長長方

形を呈する。

北西コーナ一部のみ壁溝が巡る。柱穴、貯蔵穴はな

かった。東壁際から小ピットが検出された。

カマドは東壁北側から検出された。煙道部天井が残

存していた。煙道部は第82号住居跡の床面と覆土を切

って構築されていた。燃焼部長0.45m、同幅0.24m、
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第186図 第77号住居跡 ・出土遺物
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第77号 住 居跡出土遺物観察表(I)

釆由すロ 器種 ロ径 益n口古向 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 杯 12.0 3.7 BCEH B 鈍橙 75 

2 杯 11.8 3.7 BCEGH A 橙 95 

3 杯 11.4 3.5 BCEGH A 橙 95 

4 杯 12.0 3.7 BCEGH A 橙 100 

5 杯 12.0 3.6 BCEGH B 橙 100 

6 昇 11.4 3.5 BCEGH A 橙 100 

7 坪 12.2 3.4 BCEGH A 橙 100 ゆがみ強し
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第77号住居跡出土遺物観察表(2)

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

8 甕 15.0 17.2 7.8 BCDGH B 橙 90 ， 甕 15.6 (16. 5) BCEGH A 明赤褐 30 内面縦位ハケメ

10 甕 12.2 (12. 0) BCGH B 鈍橙 55 

11 編物石 2個体

12 土錘 長(3.52)径1.51 重(6.51) 欠損

第187図 第74号住居跡 ・カマド

c I I 
I I 
ミミニ：

1ー＇

B
-

＾
 

4 

___]! 

吋

SD 5 

0
0
.
8
C
V
 

□三三｀“

疇第 74号住居跡土層註

1 極暗灰褐色焼土粒子少量炭化物微量

2 極暗灰褐色 焼土粒子・炭化物少量

3 極暗灰褐色灰多最炭化物粒子微量

灰褐色 焼土

5 灰褐色灰色粘土少最
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／ ロ
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言
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カマド土層註

a 暗灰褐色

b 灰赤褐色

c 赤褐色

d 極暗灰褐色

e 極暗灰褐色

f 暗褐色

g 黄褐色

h 黒色

袖構築土

i灰白色 粘土質

j 暗褐色 炭化物粒子・焼土粒子微量

k 灰白色 灰主体（灰層）

※SJ -83の覆土が煙道部天井

炭化物粒子 ・焼土粒子微量

焼土粒子多最

焼土プロック・粒子主体

焼土粒子 ・炭化物少量

焼土プロック・炭化物多量・灰少量

焼土粒子・焼土プロック・炭化物粒子多量

焼土粒子・焼土プロック・炭化物粒子極多量

B 37.90 

二 ゜
1m 
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第188図 第74号住居跡出土遺物

三 ロロ／口
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第74号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成

1 昇 11.0 3.5 BCDGH 

2 坪 (13.8) (3. 9) BCEH 

3 坪 (12. 4) 4 0 BCEGH 

4 甑 27.0 33.9 9.2 BCEGH 

5 編物石

6 土錘 長5.00 径2.10 重20.00

煙道部長0.77m、同幅0.24mてある。床面より緩やか

に落ちる燃焼部から急傾斜て煙道部に移行する。先端

には煙出しピットを有する。

なお袖構築土を観察すると右袖は袖構築面（床面）、

左袖はそれよりやや裔い位置に薄い灰臼色の灰層を有

している。同一場所て‘‘カマドを造り替えた痕跡て‘‘ある

可能性がある。

出土遺物（第188図）

遺物はカマド内を主体に少量が出士した。 1は小形

の蓋模倣の坪てある。口径は11.0cmと小さい。 2は北

武蔵型坪てある。日縁部は内屈する。 3は蓋模倣の坪

てあるが、底部は平底に近い。口径は12.4cmと小形て‘‘

ある。編物石と土錘が1個体づつ出土 している。

A 

B 

B 

B 

口

I I 

＼ @6 

こ 5 ゜
5cm 

゜
10cm 

色調 残存 備考

橙 70 

橙 5 

橙 40 白色粘土含有

鈍橙 40 

1個体

第82号住居跡（第189図）

第82号住居跡は I-6グ リッドに位置する。他遺構

との重複関係は第74号住居跡に西壁際を切 られ、第83

号住居跡を切る。遺構深度は0.09mと浅かった。

主軸方向はN-53°-Eを指す。主軸長2.35m、副

軸長2.37mと小形の不整方形を呈する。主柱穴、壁溝

等の施設はなかった。なお床面には顕著な硬化が認め

られなかった。

カマドは東壁側から 2基検出された。カマドAは煙

道部のみ残存していた。煙道部長0.68m、同幅0.20m

てある。煙道部軸は1む呂跡主軸よりやや西にずれてい

た。覆土は住居跡覆土とほぼ同一て`あった。

カマドBはその右側か ら隣接して検出されたが明瞭
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第189図 第82号住居跡・カマド

¥ 
B-

SJ 74 

ー 4 

I
 

¥ 
叫

B
-

2゚ 

A 38.00 A. C 38.00 . .  c
-

』

三三誓冒 冒言三言
B 38. oo B' 

SJ~言言言言冒
B 38.00 B-
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第82号住居跡

1 暗褐色 炭化物粒子微董酸化鉄粒子多最

2 褐色 炭化物粒子微最

゜

カマドA士層註 カマドB土層註

1 暗褐色 焼土粒子微最 a 暗灰褐色灰主体崩壊焼土プロック多最（灰層）

b 赤褐色 崩壊焼士プロック主体

2m 

゜
1m 

な袖は残存していなかった。燃焼部は床面から緩やか

に傾斜していた。カマド長0.55m、同幅0.40mて‘‘あっ

た。薄い灰層が検出された。覆土および遺物の出土状

況からAから Bへの造り替えが想定される。

出土遺物（第190図）

遺物はカマド内面およびカマド前方部に散逸して出

土した。 1は高杯の坪部て‘ある。杯部下半に明瞭な稜

を有する。稜以下は横位ヘラケズリを施される。日縁

部上位は緩く外傾する。 2および 3の口縁部はいずれ

も有段口縁を呈している。

4の壺はカマド内部および床面中央から散逸して出

土した。胴部は球形を呈する。外面は横位にヘラケス‘

リされる。頸部に段を有する。5、6は甕口縁部てあ

る。いずれもカマド内部から出土した。5の頸部は木

ロナデにより直に立ち上がった後に大きく外傾する。

胴部外面の最上位のヘラケズリは横位て‘ある。6は胴

部から大きく外傾して日縁部に至る。口縁部内面は緩

やかな凹状を呈する。胴部外面の最上位のヘラケズリ

は斜位て‘‘ある。

第83号住居跡（第191• 192図）

第83号住居跡は I-5 • 6グリッドに位置する。他

遺構との重複関係は第74、82号住居跡および第 5号溝

に切られる。特に第74号住居跡は本住居跡のほば中央

に位置する。 2軒の床面はほぼ同レベルて‘‘あった。ま

た北西コーナ一部は排水溝により壊されていた。

主軸方向はN-62°-Wを指す。主軸長4.56m、副

軸長4.56mてあり、方形を呈する。断続した壁溝が東

壁以外に巡っていた。

主柱穴の深さはP1 =O.lOm、P2 =0.64m、P3

=0.80m、P4 =O.lOmてある。p1、 4が浅かった。

柱間はP1 -1. 98 m -P 2 -2. 60 m -P 3 -1. 85 m -

P 4 -2. 69 m -P 1てあった。 1打吾跡形態に対してや

や柱間の奥行きが短いと言える。

貯蔵穴はカマド右側に位置し、径0.65X0.6lm、深

さ0.62mの平面形態円形を呈する。覆土下層には多量

の炭化物粒子、炭化材片を含有していた。覆土上層か

ら遺物がまとまって出土している。

また北東コーナ一部から P5が検出された。径0.52

-216-



第190図 第82号住居跡出土遺物

ー］〖／

-- ・ • --¥ 
9-------―□.―― ― □::__-- •一：

゜
10cm 

第82号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 高坪 (20.8) BCDGH B 橙 35 

2 鉢 (11.0) (8.4) BCEGH A 橙 20 

3 壺 14.5 15.0 BCEH B 鈍橙 80 

4 壺 (21.6) BCEGH A 明赤褐 40 カマド B

5 甕 19.2 BCEGH A 橙 65 カマド B

6 甕 (21.6) BCDEGH A 橙 30 カマド B

m X0.35m、深さ0.06mの楕円形を呈する。覆土には

多量の炭化材を含有していた。覆土上層から37の転用

羽口が出土している。

カマドは東壁中央より検出されたが、袖および燃焼

部の大半は第83号住居跡に壊されていた。燃焼部から

急激に立ち上がりほぱ水平な煙道部に移行する。煙道

部先端は不整円形の平面形態を有するが、底面レベル

は煙道部と同じてあった。煙道部長1.40m、同幅0.23

mて‘‘あった。また煙道部天井が部分的に残存しており、

その内面は被熱硬化が顕著て‘あった。また煙道部底面

からも被親両更化面が検出された。

-217-



第191図第83号住居跡
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第83号住居跡土層註

1 暗灰褐色 焼土粒子・炭化物粒子・酸化鉄粒子少蘊

1'暗灰褐色 黄褐色士粒子多量混入

2 灰褐色 焼土粒子・炭化物粒子微量酸化鉄粒子少量

2'灰褐色 炭化物粒子微量

3 灰褐色 炭化物粒子微最酸化鉄粒子多量

貯蔵穴土層註

1 暗灰褐色炭化物粒子多量焼土粒子 ・褐色土粒子少最

2 黒色 焼士粒子・炭化物粒子・炭化材片多量

3 暗灰褐色 焼土粒子・炭化物粒子多量

4 白色 白色灰主体

5 褐色 炭化物粒子少黛

6 褐色 炭化物粒子・炭化材片多量

P5土層註

1 黒色 焼土粒子・炭化物粒子主体

2 暗灰褐色焼土粒子・炭化物粒子少量

3 灰褐色 炭化物粒子微量

゜
2m 

出土遣物（第193• 194図）

床面中央は第74号住居跡に壊されていたにもかかわ

らず、 比較的多くの遺物が出土 した。なお第192図の

第74号住居跡範囲内に分布する遺物は74住床面下の遺

物て‘‘あり、本住居跡に帰属するものと考える。また遺

物の出士傾向としては、壁外からの流れ込みの状況を

呈するものが多かった。

坪類は蓋模倣、有段口縁、身模倣ともに良好な資料

が出土 している。有段口縁坪は日径が15cm前後と大き

いが、器高はいずれも 4c叫：内て‘‘口縁部が外傾するも

のが主体をしめる。 21は体部外面にヘラケズリ後、粗

いヘラミガキを施す。22は外面は不明瞭だが内面に黒
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第192図 第83号住居跡遺物分布図 ・カマド
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第83号住居跡 カマド土層註

a 灰褐色 焼土粒子・炭化物粒子少量酸化鉄粒子多拭

b 赤褐色 焼土プロック主体を占める（天井崩落土）

c 灰色 灰主体崩壊焼士プロック少呈混入（灰層）

d 暗赤褐色焼士主体灰少量

e 灰褐色 炭化物・焼士粒子多羹焼土プロック少董

f 灰褐色 焼土粒子・炭化物粒子多董焼土プロック少最

g 黄褐色 炭化物粒子少黛

h 暗褐色 炭化物粒子多藪

B 38.00 B' C 38.oo 」こ‘

昌
゜

1m 

-219-



第193図 第83号住居跡出土遺物(I)
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第194図 第83号住居跡出土遺物(2)
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第83号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成

1 杯 13.4 5.2 BCEGH 
2 坪 15.1 4.1 BCEGH 
3 坪 (14.0) (4.3) BCEGH 
4 坪 (14.8) (4.8) BCEGH 
5 坪 (13.2) (3. 7) BCEGH 
6 坪 (13.6) 4.7 BCEGH 
7 坪 (15.2) (4.5) BCEGH 
8 杯 (14.8) (5.0) BCDEGH ， 杯 (14.0) (5.1) BCEGH 
10 坪、 (14.8) 4.5 (13. 0) BCEGH 
11 坪 (14.6) 4.8 BCEGH 
12 坪、 15.4 5.5 BCDEGH 
13 杯 (14.4) (4.8) BCEGH 
14 坪 14.0 4.3 BCDEGH 
15 坪 (14.0) 4.4 BCEGH 
16 杯 (13. 6) (4.0) BCEGH 
17 杯 (14. 2) 4.2 BCEGH 
18 杯 (13. 8) BCEGH 
19 坪 (14. 8) (3.8) BCEGH 
20 坪 (15. 4) (3.5) BCEGH 
21 坪 (15.6) 3.8 BCEGH 
22 坪 12.8 4.2 BCEGH 
23 杯 (13.4) (4. 0) BCEGH 
24 坪 (14.4) (4.1) BCGH 
25 鉢 (10.8) (5.0) CEGH 
26 鉢 10.8 (8.3) BCEGH 
27 壺 (12.6) BCEGH 
28 甕 11.8 11.1 4 5 BCGH 
29 甕 20.0 BCEGH 
30 甕 14.6 18.9 5.9 BCGH 
31 甕 19.0 BCEGH 
32 甕 (18.0) BCEGH 
33 甕 (19.4) BCEGH 
34 甕 (21.2) BCEGH 
35 甕 (19.2) BCDEGH 
36 甑 25.4 29.3 9.5 BCGH 
37 支脚 5.2 12.2 8.9 BCEGH 
38 支脚 4.5 10.2 7.8 BCEGH 
39 編物石

40 土錘 長 (5.70) 径1.87重（1876) 

41 土錘 長5.12 径1.67 重11.15

42 土錘 長 (6.30)径(1.80)重（1410) 

43 土錘 長 (3.42)径1.75 重(8.65)

44 土錘 長 (3.36)径1.82重(8.24) 

45 貝巣穴痕泥岩 重6.87

46 貝巣穴痕泥岩 重2.91

47 貝巣穴痕泥岩 重4.73

色処理を施す。 29の甕内面は斜位に黒色物が付着して

いた。36の甑は貯蔵穴上層から横位て出土した。ほぼ

完形てある。

37、38は羽口てある。土製支脚からの転用と思われ

B 
B 

C 
B 

C 
A 

B 
A 
B 
B 

A 
B 
A 
A 
A 

B 
B 

C 
A 

C 
A 
A 
B 

B 
B 
A 
A 

B 
C 
B 

C 
A 
A 

C 
B 
A 
A 

A 

色調 残存 備考

橙 90 

橙 90 体部外面稲穂痕

橙 25 

橙 15 

鈍橙 25 

橙 40 

橙 10 

赤 20 

橙 25 

橙 15 貯蔵穴と接合

橙 35 

橙 85 貯蔵穴

暗褐 15 

橙 85 

橙 50 

橙 25 

橙 50 

橙 30 

橙 25 

鈍褐 15 

鈍赤褐 35 

暗赤灰 80 内外黒色処理

橙 15 

鈍橙 20 

橙 20 貯蔵穴

橙 70 

明赤褐 25 

鈍黄橙 95 

橙 80 内面斜位黒色化

橙 85 

鈍橙 65 貯蔵穴

鈍橙 40 

明赤褐 45 

橙 20 

橙 25 

橙 90 貯蔵穴

90 転用羽口 被熱発泡し多孔化

90 転用羽口 被熱発泡し多孔化

1個体

欠損

欠損

欠損

欠損

る。ネ肥煕哀が顕著て‘あり発泡化している箇所もあった。

両個体は大きく離れて出土しているが周辺からは鉄滓

等は出土 していない。

土錘が5個体、貝巣穴痕泥岩が3点出土している。
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第55号住居跡（第195図）

第55号住居跡は I-5グリッドに位置 し本群の最南

端に位置する。他遺構との重複関係はなかった。

カマドは南側から検出され主軸方向はN-156°―

Wを指していた。主軸長2.27m、副軸長3.87mてある。

平面形態は横長の長方形を呈する。

壁溝柱穴、貯蔵穴等の施設は検出されず、床面の

硬化も認められなかった。

南壁から 2箇所の突出部が検出された。南東コーナ

一部の突出は平面フ ラ゚ンはカマド状を呈するものの、

第195図 第55号住居跡 ・出土遺物

吋

＼
 

B
-

≪I 

B 38.00 

覆土は住居跡覆土と同一てあったことからカマドとは

認定てきなかった。

その西側の突出部は覆土に灰、焼土粒子、炭化物粒

子を含有しており、底面は床面よりおよそ0.06m程低

かったことからカマドと認定した。遺存していたカマ

ドの長さは0.36mてあった。袖は遺存状況が悪く、左

袖のみ検出て‘‘きた。なお柚は地山削り出してあった。

出土遺物（第195図）

出土遺物は僅少て‘‘、図化成し得たのはカマドから出

土した 1の壺形士器の胴部のみてある。

ロ
冒

第 55号住居跡・カマ ド土層註

1 暗灰褐色 炭化物粒子微呈

a 黒灰褐色焼土粒子微最

b 暗灰褐色焼土粒子多嚢 灰少最

B-

8' 

言二冒///／二言二／ー／／／／` 言言二言

C 38.00 C 

冒言言皇竺9

ご］

゜
2m 

゜
10cm 

第84号住居跡（第196図）

第84号住居跡は I-5、J-5グリッドに位置する。

他遺構との重複関係は第 5号溝に南東部を壊されてい

た。また排水溝に北西部を壊されていた。

南北軸方向はN-47 -Wを指し、東西軸長3.14m

てある。不整な長方形を呈する。壁は僅かな立ち上が

りのみ検出てきた。壁溝はなかった。

西壁際からピットを検出したが、深さ0.04mと浅く、

貯蔵穴とは認定てきなかった。また南壁側から楕円形

第55号住居跡出土遺物観察表

こl 壺
ロ径 I 器高 I 底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残存I

4.4 I BCGH I A 鈍黄橙 70 カマド

備考
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第196図 第84号住居跡・出土遺物

排水潰 ／ ＼＼ / 

＜ン / I 
II/ so ( 

号

:1 

のピットが検出された。上層は焼土ブロックが主体を

占めていた。先端底面から 1の大型甕底部が出土した。

カマド燃焼部の可能性が高いが、袖の痕跡も検出され

ず、定型的なカマドの形態、遺物出土状況て‘‘はないた

め確定てきなかった。

出土遺物（第196図）

出土遺物は僅少て‘‘、図化成し得たのは上記した 1の

大形の壺形土器の底部のみてある。

第84号住居跡出土遺物観察表

番1号 1 器；［ I 口径 1 器嵩 1 :1: I BC:『

第 84号住居跡土層註

1 赤褐色 焼土粒子・焼士プロック主体

2 褐色 焼士粒子・炭化物粒子微最

焼成I色調 残存

゜
2m 

゜
10cm 

備考

B l黒褐 70 Iピット中

第81号住居跡（第197• 198図）

第81号住居跡はJ -5•6 、 K- 5グリッドに位置

する。他遺構との重複関係は第4、5号溝に切られる。

また排水溝に西側を壊される。遺構深度は深くおよそ

0.45mてあった。

覆土は大きく 2層からなるが、均ーな土質て‘‘、遺物

や炭化物等の含有物も微量てあった。

主軸方向はN-72°-Eを指す。主軸長6.45m、副

軸長6.34mてあり、端正な方形を呈する。壁溝がカマ

ド右側以外に全周する。

主柱穴の深さはP1 =0.82m、P2 =0.66m、P3

=0.18m、P4 =0.72mてあり P3のみ極端に浅かっ

た。なおp1は第 5号溝に伴う杭状のヒ°ッ トに大半を

壊されていたが、底面は検出することが出来た。柱間

はP1 -3.13 m -P 2 -3. 20 m -P 3 -3.19 m -P 4 

-3.32m-P 1と近似した数値を示す。

カマド右側から貯蔵穴が検出された。径0.99X0.88

m、深さ0.55mの平面形態不整円形を呈する。覆土上

層の 2'層は焼土ブロックを多鼠に含有し、下層の第

3層には炭化材片が含有していた。少量の遺物が覆土

中から出土している。

カマドは東壁中央僅かに右よりから検出された。カ

-224-



第197図 第81号住居跡
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第198図 第81号住居跡カマド

吋 吋 鰐 第 81号住居跡土層註

1 灰褐色焼士粒子・炭化物粒子微最酸化鉄粒子多量

g__ ll」上 1]机冒冒言
2 灰褐色酸化鉄粒子多最

柱穴土層註

＼ 旦I¥II __Q 

｀ 
1 暗灰褐色 灰色粘質土プロ ック ・炭化物粒子少最

2 褐色 灰色粘質士プロック ・炭化物粒子少最

3 灰褐色 灰色粘質土プロック多最

3'灰褐色 酸化鉄粒子多羹

4 灰色 炭化物粒子微董粘質土

貯蔵穴土層註

1 灰褐色 炭化物粒子少最 酸化鉄粒子多董

2 暗灰褐色炭化物粒子少量酸化鉄粒子微最

2'暗灰褐色焼土プロック多最

3 灰色 焼士粒子・酸化鉄粒子微最

炭化材片を不均ーに含有粘質土

4 灰色 炭化物粒子少蘊焼土粒子微最

カマド土層註

a 灰褐色 焼土粒子・炭化物粒子・灰少蓋

b 赤褐色 焼土プロック・焼土粒子主体

b'暗赤褐色焼土プロ ック多量

c 暗灰褐色灰主体（灰層）

c'暗灰褐色 灰多黛焼土プロック ・粒子・ 炭化物粒子少量

d 赤褐色 焼土主体炭化物粒子少量

e 灰褐色 焼土粒子・崩壊焼士プロ ック ・酸化鉄粒子少董

f 褐色 焼土粒子・崩壊焼土プロック多量

g 褐色 焼土粒子 ・崩壊焼土プロック多最

h 赤褐色 焼土プロック主体

i 暗赤褐色焼土粒子極多最灰少量

i'暗赤褐色焼土粒子少最

＼ 濯
苫

<I :1 

B JJ.90 B' E 37.90 E' D 37.90 o・ C 37.90 C' 

疇 疇

゜
1m 

マドの範囲の床面は半円状に床面より僅かに高くなっ

ていた。その上にのる形て‘袖が構築されていた。平坦

な燃焼部から急激に立ち上がり煙道部に移行する。煙

道部は僅かに傾斜しつつ先端の煙出 しピッ トに至る。

炊口の被熱硬化は顕著て‘、あった。また煙道部には部分

的に天井部が残存しており 内面の被熱硬化が顕著て` あ

った。

燃焼部中央僅かに左袖寄りからは 7の高坪が逆位て‘‘

検出され、それを覆うように10が出土 した。また炊口

からは11の台付甕が逆位て出土 したが底面からは浮い

ていた。燃焼部長0.80m、同幅0.40m、煙道部長1.58

m、同幅0.23m、煙出 しピッ トの深さ0.14mて` あった。

煙道部の長さが顕著て‘ある。

燃焼部から煙道部まて灰層となる C層力苅餌忍てきた。

燃焼部においては 7の転用支脚はほば灰層に埋まって

いた。煙道部においては灰層は傾斜して堆積していた。

したがってカマド使用の最終段階には、煙出しヒ°ット

はほぱ埋没 していたと考えられる。

出土遺物（第199図）

遺構の遺存状況は概ね良好て｀あったが遺物の出土は

少なかった。カマド周辺の床面直上からの出土が主体

を占めていた。 2、3の有段口縁坪は黒色処理を施さ

れる。いずれも口径は15cmを越える。口縁部の外傾は

強い。 7の高坪の杯部は明瞭な稜を有し、 口縁部は大
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第199図 第81号住居跡出土遺物
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第81号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 益ロロ古向 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 坪、 16.2 4.9 BCDEGH A 橙 70 

2 杯 15.6 4.7 BCDEGH A 暗赤褐 85 黒色処理

3 杯 (15.6) (4. 7) BCDEGH A 暗赤褐 20 貯蔵穴黒色処理

4 坪 12.2 5.0 BCEGH C 鈍橙 90 

5 杯 17.2 BCEGH B 明赤褐 65 貯蔵穴 と接合

6 杯 (15. 4) (4. 6) BCEGH B 鈍橙 10 

7 高坪 15.7 11.5 10.6 BCDEGH A 橙 100 カマ ド 転用支脚

8 甕 19.4 BCEGH A 橙 30 ， 甕 [16.5] [8. 4] 7.0 BCEGH A 赤 95 擬日縁 二次被熱顕著

10 甕 [15.4] [9. 7] 7.7 BCEGH B 橙 90 カマド擬口縁

11 台付甕 13.1 BCEGH A 明赤褐 90 カマド

12 編物石 10個体

きく外反する。やや長い脚部は直線的に外傾 し、下位

て強く屈曲 し裾部に至る。

れ口は磨いていないが、ほば均一てあり、転用 したも

のと考える。11は台部を欠損した台付甕て‘‘ある。なお

北西コーナ一部床面直上を中心に編物石が1併固体出士

している。長さ15.0、幅6.30cm前後と近似した数値を

示す。

8は右袖脇から検出された甕て‘‘ある。胴部下半以下

を欠損する。外面ヘラケズリ方向は最上位が横位、以

下斜位てある。9、10は長胴甕の胴部下半てある。割
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第80号住居跡（第200• 20 I図）

第80号住居跡はK-5• 6グリッドに位置する。他

遺構との重複関係は第 5、18号溝に切られる。第 5号

溝には床面を壊されていた。

主軸方向はN-58° -Eを指す。主軸長4.47m、副

軸長3.63mてあり、縦長長方形を呈する。壁溝が東壁

際を除き連続する。

柱穴は北東側の 1基が検出されなかった。それ以外

の深さはP1 =0.15m、P2 =0.49m、P3 =0.24m 

てある。柱間はP2-1.74m-P 3-2.14m-P 1て‘‘

第200図第80号住居跡

あった。深度、配列とも不規則て‘ある。貯蔵穴はなか

った。

カマドは東壁ほぼ中央から検出された。床面と同一

レベルの燃焼部を有する。煙道部は削平された可能性

が高い。残存するカマド長0.92m、燃焼部幅0.54mて‘‘

あった。火床面の被熱硬化は顕著てあった。灰層は薄

＜堆積していた。

なおカマド内部からも炭化材が検出されたが、住居

跡全域に分布する炭化材と近似しており、カマドに伴

わない可能性が高い。

＼ 
SD 5 

g_ 
◎ 

P1 

B-

D 

｀ 

＜
 ~1 -

≪I 
0
0
.
8
C
V
 

胃

B 38.00 B-

／”///////ー//三上/ 疇
C 38.oo 

c-

D謁．00 D' 

第80号住居跡土層註

1 暗灰褐色焼士粒子・酸化鉄粒子少最炭化物粒子微量

2 暗赤褐色 崩壊焼土プロック多蘊（焼土層）

3 灰褐色 焼土粒子微量炭化物粒子多巌

4 灰褐色 炭化物粒子微最

4'灰褐色 崩壊焼土プロック多最

5 暗褐色 炭化物粒子主体焼士粒子多最（炭化物層）

6 黄褐色 焼士粒子・炭化物粒子微最

゜
2m 
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第201図 第80号住居跡遺物分布図 ・カマ ド
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第80号住居跡 カマド土層註

a 灰褐色 焼士粒子・炭化物粒子微最酸化鉄粒子多嚢

b 褐色 焼土粒子多量

b'褐色 崩壊焼土プロック多最

c 暗褐色 焼土粒子多最酸化鉄粒子少量

d 暗灰褐色焼土粒子微量炭化物粒子少最

e 暗灰褐色 焼士粒子 ・崩壊焼土プロック多量 炭化物粒子少量

e'暗灰褐色 崩壊焼士プロック主体

f 暗灰褐色 崩壊焼土プロック多最

g 灰褐色 焼土粒子微最

h 灰褐色灰主体（灰層）

゜
1m 

第80号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 益nP 百向 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 坪 (13.2) (4.8) BCEGH A 明赤褐 25 SJ-83と接合

2 鉢 12.8 8.8 5.3 BCEH B 鈍橙 100 
3 甕 6.4 BCEGH A 灰褐 35 木葉痕

4 甑 21.6 30.8 8.4 BCEGH C 灰黄橙 90 
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第202図 第；り号住居跡出土遺物

三
(9)第 7住居跡群

第7住居跡群は密集する各住居跡群の南東側の外周

部に位置する。しながって本群を境に東・南側は急激

に住居跡数が減少する。なお本群南側は士取りにより

削平されており遺構確認面が周囲より 0.6mほど低か

った。

゜
10cm 

床面全域において炭化材が検出された。遺存状況は

不良て‘ヽ 、土質化が進んており柱材、板材と識別て‘‘きる

ものはなかった。検出された材は長いものても 30cm程

度てあった。また材の方向からは規則性は把捏て｀きな

かった。なお覆土中層の第 2層は焼土層て‘‘あるが、床

面直上の炭化物層との間には間層を挟んて‘‘おり、直接

的には関係がないと思われる。

やや炭化材の分布が稀薄だった東壁際からは焼土堆

積が検出されたが、床面からは被熱硬化面等は検出さ

れなかった。

出土遺物（第202図）

多贔の炭化材が検出されたが遺物の出土量は僅少て‘‘

あった。 1は第83号住居跡覆士出士と遺構間接合をし

た坪て‘‘ある。本住居跡においては覆土最下層から出上

したため本住居跡に帰属するものとした。 2は燃焼部

前方から出土した完形の鉢て‘あるが、 5 cmはど浮いて

いた。 4はカマド左側から出土した甑て‘‘ある。器形の

歪みが顕著てあった。

本群は11軒の住居跡から構成される。本群中の重複

関係は32号住→ 3号住、 32号住→31号住、 79号住→75

号住、 86号住→79• 85号住てあり、切り合いは激しか

ったが床面レベルが異なっていたこともあり遺存状況

は概ね良好てあった。また古墳時代後期に帰属する第

1号溝と各住居跡との重複関係は、 31• 32号住→ 1号

溝→ 1号住となる。

第90号住居跡は上記したように土取りにより遺構確

認面が低く、柱穴のみ検出することがてきた。周辺お

よび覆土中からまとまって遺物が出土したことから住

居跡と認定した。本住居跡の南東には遺構の空白があ

る。これは土取りにより浅い遺構は削平されたとも想

定されるが、本遺跡の住居跡は柱穴が深いことから精

査に努めたが、ピット等は検出されなかった。

住居跡形態を概観すると、方形て長煙道のカマドを

有する住居跡4軒、小形の横長長方形を呈し隅カマド

を有する住居跡が4軒検出された。後者は出土遺物か

らも集落最新相に比定される。また第 6住居跡群を構

成する最新相の住居跡と同様、主軸方向が北東を指す

ことは注目に値しよう。

特記事項としては79号住が挙げられる。覆土は上層

と下層に明瞭に識別て‘‘き、分層して遺物を取り上げた。

また床面直上からは多鼠の炭化材が検出された。

カマドからは 2個体の長胴甕が原位置て‘｀出土し、カ

マド脇からは小形の甕と甑が重なって検出された。
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第204図 第3号住居跡・出土遺物
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第3号住居跡土層註

1 褐色 焼土粒子・炭化物粒子微最

2 暗褐色 焼土粒子・炭化物粒子含有

3 黄褐色粘土ブロック含有

貯蔵穴土層註

1 灰褐色 焼士プロック・炭化物粒子少昼

2 灰褐色 炭化物粒子多員

3 灰黄褐色 焼土プロック・炭化物 (5~10mm)多棋

． 
カマド土層註

a 暗灰褐色 焼土プロック・炭化物粒子多最

b 灰褐色 焼土・炭化物粒子少最 （天井崩落土）

c 暗灰褐色 焼土プロック・炭化物粒子極多最（灰層）

゜
2m 

ーニ二

｀ ：＼ロ

¥ 4 

三 一
］ ＼ 

□8 

0 10cm 

第 3号住居跡（第204図）

第3号住居跡はH-7グリッドに位置する。他遺構

との重複関係は第32号住居跡を切っていた。

主軸方向はN-46°-Eを指す。主軸長2.70m、副

軸長3.16mてあり、横長の長方形を呈するがやや不整

て‘‘コーナ一部は円みを帯びる。床面は中央がやや高い

傾向にあった。柱穴はなかった。東側からのみ壁溝が

検出された。

カマド右側から貯蔵穴が検出された。径0.45X0.42
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第3号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 益nn 古向 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 坪 (11.8) (3.1) BCDEGHJ B 橙 50 

2 坪 (13.0) (4.4) BCEGH B 橙 30 

3 鉢 14.4 8.4 8.6 BCEGH B 灰黄褐 100 

4 壺 BCDEFGH A 鈍黄橙 65 胴下半粗いミガキ

5 壺 13.7 19.0 BCDGH B 鈍黄橙 90 貯蔵穴

6 甕 2.9 BCDEGH B 鈍褐 70 

7 高杯 (23.0) BCDEGH B 明赤褐 20 

8 編物石 2個体

m、深さ0.15mの平面円形を呈する。覆土最下層には

炭化物が堆積していた。ほぱ完形の壺等の遺物も覆土

中から出土した。

カマドは北壁中央右よりから検出された。袖の遺存

状況は不良て‘、あった。床面と同レベルの燃焼部を有し、

緩やかに傾斜していた。遺存していた煙道先端部は小

さな段を有していた。カマド長0.77m、燃焼部幅0.55

mてある。燃焼部には炭化物が密に分布していたが遺

物は出土しなかった。

出土遺物（第204図）

遺物は主に貯蔵穴周辺から出土したが全体量は少な

ぃ。 4の壺外面は横位ヘラケズリ後、胴部下半に粗い

縦位ヘラミガキを施す。5は貯蔵穴中より出土したほ

ば完形の壺てある。底部は緩やかな丸みを帯びる。7

の高杯は南壁際から出土した。脚部以下を欠損する。

坪部下部に明瞭な稜を有し、そこから大きく外反する。

口縁部内外面はナデにより数段の緩やかな段を有する。

器壁は厚い。編物石は 2個体出土した。

第205図 第31号住居跡
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第31号住居跡（第205図）

第31号1主居跡はH-7グリッドに位置する。他遺構

との重複関係は第31号住居跡を切り、第 1号溝に切ら

れていた。また排水溝に貯蔵穴の上部および北東コー

ナ一部を壊されていた。

主軸方向はN-60°-Eを指す。 主軸長2.20m、副

軸長2.45mてあり、小形の横長長方形を呈する。遺構

深度は0.04mと浅く遺存状況は悪かった。

主柱穴に想定されるピットや壁溝は検出されなかっ

たが、カマド左側から貯蔵穴が検出された。排水溝に

より上端を壊されていたが、径0.76X0.65m、深さ

0.73mの平面円形を呈する。覆土上層からは遺物が出

土した。

カマドは西壁から検出された。袖の遺存状況はやや

不良てあった。床面と同レベルの燃焼部を有する。カ

マド長0.58m、燃焼部幅0.32mてある。燃焼部中央か

らは河原石製の支脚が検出されたが、甕等の土器は出

土しなかった。

旦 ・.

B
-

象“”/////””//”:/／／ 言言言

第 31号住居跡土層註

1 灰褐色 焼士粒子多最

2 暗灰褐色焼士粒子・

焼土プロッ ク多呈

゜
2m 
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第206図 第31号住居跡出土遺物
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第31号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 坪 15.0 4.6 BCEGH B 橙 100 臼色粘土含有

2 坪 (13. 8) 4.3 BCDGH A 明赤褐 60 

3 甕 (17. 3) 30.8 6.3 BCGH A 灰黄褐 60 輪積痕顕著

4 甕 15.8 15.2 8.2 BCEGH C 褐灰 95 灰臼礫多輪積痕顕著

5 甕 (17. 2) BCGH B 褐灰 30 

6 壺 8.0 BCEGH A 明赤褐 90 木葉痕

7 編物石 2個体

8 貝巣穴痕泥岩 重657 

出土遺物（第206図）

遺物は床面直上から散逸 して出土 した。 3、 5の甕

はいずれも輪積み痕が顕著て‘‘ある。

ら完形て出土した小形の甕て‘‘ある。

緩やかに外傾する。

4はカマド前方か

口縁部はいずれも

8は貝巣穴痕泥岩て‘‘ある。また床

直から径 1cmほどの赤色顔料の小塊が出土した。

第32号住居跡 （第207• 208図）

第32号住居跡はH-7グリッドに位置する。他遺構

との重複関係は第 3、31号住居跡、第 1号溝に切られ

る。ただし第31号住居跡の貯蔵穴以外は本住居跡の床

面まては壊していなかった。排水溝に住居跡中央を壊

される。また電柱が所在していたため南西コーナー付
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第207図第32号住居跡
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第32住居跡土層註

1 暗灰褐色炭化物少量

2 灰褐色 炭化物粒子微負

焼土プロック微嶽

3 灰褐色 炭化物少量灰多藪

焼土プロ ック多量

4 灰黄褐色灰色粘土少最

柱穴土層註

1 灰褐色 炭化物少 最灰 多贔

2 黄灰褐色灰色粘土少蘊炭化物微量

3 灰白色 粘土質

貯蔵穴土層註

1 灰褐色 炭化物粒子微最

2 暗灰褐色焼土プロック微最粘土質

3 暗灰褐色 焼土プロック・炭化物粒子多量

゜
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第208図 第32号住居跡カマド

云 --==、 l-

c

l
 

吋

I 

I 
I 
I 
| 

◎6 II叶

ノ

16 

≪I 

0
6
.
u
c
v
 

C 37.60 C‘ B 37.90 B' 

冒 ｀
゜

1m 

第32号住居跡 カマド士層註

a 灰褐色 焼土粒子微最（天井崩落土）

b 灰褐色 焼土プロック少呈（天井崩落土）

c 暗灰褐色焼土プロック多量灰少最

d 暗灰褐色粘土質焼士プロック微嚢

e 暗灰褐色灰多董焼土プロック少量

f 赤褐色 焼士主体（焼土層）

近は完掘する事が出来なかった。

主軸方向はN-95°-Eを指す。主軸長6.00m、副

軸長6.07mてあり、端正な方形を呈する。壁溝が断続

しながら全周する。

主柱穴の深さはP1 =0.74m、P3 =0.53m、P4

=0.64mてあった。覆土最下層には灰白色粘士層が認

第32号住居跡出土遺物観察表

められた。柱間はP3 -3. 28 m -P 4 -3. 32 m -P 1 

てあった。

カマド右側から貯蔵穴Aが検出された。径0.90〉く

l.OOm、深さ0.69mて‘‘上位て‘‘部分的に段を有する。ま

たp1との間にも、深さ0.03mの浅い段を有する。遺

物は出土しなかったが、下層土には焼土ブロック、炭

番号 器種 ロ径 益n口古戸J 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 坪 13.2 4.8 BCEGH B 橙 90 
2 坪 (13.2) 5.0 BCEH A 明赤褐 50 
3 坪 13.0 5.0 BCEGH A 鈍赤褐 90 貯蔵穴B

4 坪 (14.4) (5.6) BCEGH B 橙 25 
5 坪 (13.6) 4.4 BCEGH B 橙 40 
6 坪 (13. 2) (4.5) BCEGH B 橙 45 貯蔵穴

7 坪 (13. 2) 4.5 BCEGH B 橙 30 
8 坪 15.0 4.4 BCEGH B 橙 90 貯蔵穴 と接合， 坪 12.8 5.2 BCEGH C 橙 85 
10 杯 11.0 5.7 BCGH C 鈍橙 70 粗製

11 坪 (17. 2) 4.1 BCEGH A 橙 40 覆土上層

12 甕 (22. 2) 35.9 (6.4) BCEGH B 鈍赤褐 45 貯蔵穴B

13 甕 18 8 15.3 7.3 BCH A 橙 100 
14 甕 (15 4) BCDEGH B 橙 25 
15 甕 14.8 (15. 5) (8.6) BCEGH A 明赤褐 25 カマド

16 支脚 8.4 12.7 17.4 BCEGH B 鈍橙 100 カマド 裾端部沈線状一定方向ケズリ

17 編物石 13個体

18 貝巣穴痕泥岩 重1.36 
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第209図 第32号住居跡出土遺物
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化物層が多量に含有していた。

カマド左側の貯蔵穴Bは径0.68X0.55m、深さ0.14

mの円形を呈する。上位て‘‘不整な段を有する。底面直

上から遺物が出土した。

カマドは東壁中央僅かに右よりから検出されたが右

袖の大半は排水溝により壊されていた。床面より僅か

に低い燃焼部から急激に立ち上がり煙道部に移行する。

燃焼部長0.90m、同幅0.34m、煙道部長0.52m、同幅

0.30mてあった。燃焼部中央僅かに左袖側に偏って土

製支脚が正位て出土した。

住居跡中央からは不定形な溝が検出された。いずれ
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も住居跡副軸方向を向いていた。床面からの深さは

0.03~0.10mと浅かった。 いわゆる間仕切り 溝とする

には、平面形態、配列 とも不規則て‘あり、 性格は不詳

てある。また主柱穴以外にも深さ0.03~0.09m程の浅

いピットが6基検出された。いずれも柱間内に位置す

る。覆土は住居跡下層土と同一てあった。

第210図 第75号住居跡 ・カマド
・升

出土遣物（第209図）

遺物は覆土下層を中心に散逸して出土 したが、南壁

際に集中する傾向にあった。

1 ~8は蓋模倣の坪て‘‘ある。 口縁部が直立 して上位

て外反するものが主体を しめる。12は貯蔵穴B覆土中

と南壁際から散逸して出土した。 16は土製支脚て‘、ある。
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第 75号住居跡土層註

1 暗灰褐色焼土粒子・炭化物粒子微量酸化鉄粒子多量

2 灰褐色 焼士粒子・炭化物粒子微量酸化鉄粒子多最

3 暗灰褐色焼土粒子少最炭化物粒子多最酸化鉄粒子少最

4 暗褐色 焼土粒子少量炭化物粒子多最酸化鉄粒子微最
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言二：
カマド土層註

a 暗灰褐色焼士粒子多量炭化物粒子少量

b 黒色 炭化物粒子・灰主体焼士粒子少員

c 暗灰色 炭化物粒子・灰多量焼土粒子微最（灰層）

d 暗灰褐色 焼土粒子・炭化物粒子少董

e 暗灰褐色焼土プロック少量

f 暗灰褐色焼土プロック極多量炭化物粒子・灰少最

g 灰黄褐色焼士粒子・灰少嚢

h 暗灰褐色 焼土プロック・灰多量

゜
1m 

第75号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器品 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考
1 坪 11.8 4.4 BCEGH B 明赤褐 80 カマド内一括と接合

2 坪 (11.4) (4.0) BCEGH C 橙 40 白色粘土含有

3 杯 (11.8) (3.5) BCDEGH A 鈍赤褐 25 
4 杯 12.0 3.4 BCEH A 橙 65 
5 坪、 12.8 4.0 BCEGH A 橙 85 カマド内一括と接合

6 坪 11.4 3.7 BCEGH A 橙 80 
7 坪 (11.6) BCEGH B 橙 30 
8 坪 (12. 6) BCGH B 橙 20 ， 壺 16.6 19.6 5.8 BCGH B 橙 65 
10 甕 14.4 BCDEGH A 明赤褐 25 カマド内一括と接合

11 鉢 (12.6) BCEFGH A 灰褐 20 
12 甑 (26.2) 30.5 (9.4) BCEGH B 橙 30 カマド内一括と接合
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第211図 第75号住居跡出土遺物

こ こ
冒ー こ

三／

ミ言ニ

ご言二三

＼こ二王ニニぇ

<— —> 11

10 

形態的には13の鉢形土器に近似する。また裾端部は沈

線状となり当該期の甕等に見られる手法て‘ある。

なお南壁際を中心に編物石が1冽固体出土している。

貝巣穴痕泥岩が 1個体出土している。

第75号住居跡（第210図）

第75号住居跡は I-7グリッドに位置する。他遺構

との重複関係は第79号住居跡を切る。覆土は自然堆積

を示すと考えるが、下層の第 3、4層には炭化物が多

量に含有していた。

主軸方向はN-28" -Eを指す。主軸長2.25m、副

軸長2.89mてあり、横長の長方形を呈す る。

ピット、貯蔵穴はなかった。南壁際に壁溝が巡る。

カマドは北壁右よりから検出された。袖は検出され

なかった。床面と同レベルの燃焼部から段をなさず煙

道部に移行する。遺存カマド長1.43m、同最大幅0.35

mてあった。 灰層の発達が顕著て‘‘あった。中から甕胴

部の大形破片が出土したが、残存率が低く図化出米な

かった。

出土遺物（第211図）

遺物は床面中央付近から散逸して出土した。カマド

覆土内一括破片との接合資料が多い。坪は口径11~12

cmのものが主体を占める。 5、6は口縁部が内屈し、

゜
10cm 

口縁部直下から横位ヘラケズリが施される。9の壺の

口縁内面は浅い沈線状となる。

第79号住居跡（第212• 213図）

第79号住居跡は I-7グリ ッドに位置する。他遺構

との重複関係は第86号住居跡を切り、第75号1打居跡に

切 られていた。遺存状況は良好て‘‘壁高は0.41mてあっ

た。本住居跡はプラン確認段階において、壁際に幅1

c叫涅の赤変硬化が認め られた。

主軸方向はN-55° -Eを指す。主軸長3.48m、副

軸長3.04mて‘‘あり、僅かに縦長の方形を呈する。部分

的に壁溝が検出されたが、柱穴はなかった。

本1甘吾跡の覆土上層はレンズ状に堆積しており、 炭

化物層と灰白色の灰層が互層となっていた。炭化物層、

灰層とも 3枚検出された。炭化物層はいずれも焼土プ

ロックを多量に含有していた。なおレンズ状堆積の最

下層土は第 7層（灰層）てある。
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第212図 第79号住居跡・カマド
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第 79号住居跡土層註

1 黒褐色 炭化物粒子多最焼土粒子・灰少屋

2 黒色 炭化物粒子多量焼士プロック多拭灰少呈

3 灰色 灰主体炭化物粒子多呈（灰層）

4 黒色 炭化物粒子多董焼土プロック多董灰少昼

5 灰色 灰主体炭化物粒子多巌（灰層）

6 黒色 炭化物粒子多最焼土プロック多昼灰少最

7 灰色 灰主体炭化物粒子多最（灰層）

8 黒色 炭化物粒子多董焼土プロック多最灰少嚢

9 灰褐色 炭化物粒子 ・焼士粒子少量

9'灰褐色 炭化物粒子やや多最

10 灰褐色 焼士プロック多祗炭化物粒子微最

10'灰褐色 焼土プロック少最

11 暗灰褐色炭化物粒子・焼土粒子微量酸化鉄粒子多最

12 灰褐色 炭化物粒子・焼士粒子微最

13 暗灰色 炭化物粒子・焼土粒子多籠

14 赤褐色 崩壊焼士プロック主体炭化物粒子少最

15 灰褐色 炭化物粒子 ・焼士粒子多最

貯蔵穴土層註

1 暗灰褐色炭化物材片・炭化物粒子多蓋焼土粒子少呈

2 暗灰褐色炭化物粒子多嚢

3 暗褐色 炭化物粒子少藪
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カマド土層註

a 暗褐色 焼土プロック ・焼土粒子多最

炭化物粒子・酸化鉄粒子少最

（天井崩落士）

b 暗灰褐色 焼土プロック・焼土粒子少呈

炭化物粒子微葦 酸化鉄粒子多最

（天井崩落土）

c 暗灰褐色 炭化物粒子 ・焼土粒子少最

d 暗褐色 焼土粒子・焼士プロック多董

e 暗灰褐色 焼土粒子 ・焼土プロック・灰多量

f 赤褐色 焼土プロック・焼土粒子主体

炭化物粒子少董

g灰褐色 灰主体 （灰層）

h 灰褐色 酸化鉄粒子多量焼土粒子 ・灰微屋

8 37.90 8' C 37.90 c・ 

｀ ゜
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第213図 第79号住居跡遺物分布図(1)・(2)
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第214図 第79号住居跡出土遺門:|)
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第215図 第79号住居跡出土遺物(2)
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第216図 第79号住居跡出土遺物（ 3)
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34 

口

焼部長0.75m、同幅0.29m、煙道部長0.77m、同幅

0.21mて｀あった。袖内面および火床面の被熱硬化が顕

著て‘あった。また炊口には径60cmの棒状の硬化部が認

められた。 その直下から土器片および灰層が検出され

ていることから炊口構築土の崩落と想定される。

カマド燃焼部からは河原石製の支脚が直立して出土

した。支脚は左袖側に大きく偏っていた。その直上か

ら23の甕が直立して出土した。 その右からは24の甕が

右袖に密着 して出土した。なお土器の密着部分も他の

部位同様、被熱硬化が顕著て‘あった。 16の小形の甕は

カマド内部から検出されたが、 2個体の甕炉燃焼部か

゜
5cm 

上記の士層以下には含有物が少なく均ーな層（第11、

12層）が堆積していた。最下層からは炭化物を多量に

含む層（第13層）が検出され床面直上からは炭化材が

多量に検出された。

カマド右側から貯蔵穴が検出された。平面形態円形

て‘‘径0.64X0.65m、深さ0.30mを測る。覆土中からは

遺物が出土した。貯蔵穴覆土第 1層は炭化材片、炭化

物を多量に含有しており床面直上の炭化材と対応する

ものと思われる。

カマドは北壁中央から検出された。床面と同レベル

の燃焼部から急激に立ち上がり煙道部に移行する。煙

道部底面は緩やかな段を有しながら傾斜していた。燃

ら検出されたことと破砕後の被製頭か観察されたこと

から、流入の可能性もあろう。カマド最下層からは厚

さ9cmほどの灰層が検出された。

なお両袖の上面は広範囲にわたり被熱硬化が認めら

れた。住居跡焼失時の痕跡と思われる。ただし燃焼部

天井構築土中て‘袖上面被熱に対応するのはd層と推定

されることから、焼失段階にはカマド天井は既に崩落

していたと思われる。

炭化材は床面全域から検出された。炭化材直上に部

分的な灰が検出されたが、少量て‘‘あった。遺存状況は

不良て‘あった。カマド前方から検出された材の長さが

146cmてあった以外は30cm前後のものが主体を占めて

いた。焼土粒子、炭化物粒子を多量に含有する住居跡

覆土第13層が床面直上に堆積していることから、埋没

前の焼失と考えられるが、検出された炭化材の方向等

から不慮の火災は想定し難い。

出土遺物（第214~216図）

上記したように本住居跡の覆土は炭化物層と灰層が

互層となるレンズ状堆積が検出て‘きたため、遺物は上

層と下層とに 2大別して取り上げた。

上層から出土した坪は口縁部が緩やかに外反する蓋

模倣が主体を占める。 7は破砕後の被究摂艇が残ってい

た。13の内面には木日状工具痕が体部内面に残ってい

る。 19はほぱ完形の壺てある。住居跡ほば中央から出

土した。士圧て潰れた状況を呈していた。内面に刷毛

目調整が施される。32はミニチュア土器の胴部て‘ある。
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第79号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 益＂＂ 古向 底径 胎土 焼成

1 杯 (14. 6) (4.3) BCEGH 
2 坪 (14. 2) (5.0) BCDEGH 

3 坪 (14. 4) (4.6) BCEGH 
4 坪 (16. 4) BCDEGH 

5 坪 14.4 5.2 BCEGH 

6 坪 (13. 4) (4.1) BCDEGH 

7 杯 (13.4) 4.0 BCEGH 

8 杯 14.1 3.7 BCDEGH ， 杯 15.2 4.6 BCEGH 

10 坪 (13.6) (4. l) BCEGH 

11 杯 (13. 6) BCEGH 

12 杯 (14. 0) (4.0) BCEGH 

13 坪 (14. 4) 4.6 BCEGH 

14 坪 (14. 4) BCDEGH 

15 壺 10.8 11.3 BCEGH 

16 甕 14.4 12.3 6.0 BCGHJ 

17 壺 12.4 12.0 7.2 BCEGHJ 

18 甕 (11.6) 12.0 (7.2) BCEH 

19 壺 21. 3 30.9 8.2 BCEGH 

20 甕 (23.4) BCDEH 

21 甕 (19. 2) BCDEGH 

22 甕 5.0 BCEGH 

23 甕 19.0 34.0 7.2 BCEGH 

24 甕 18.4 34.7 7.6 BCEGH 

25 甕 16.8 32.9 7.0 BCEGH 

26 甕 14.6 BCEGH 

27 甕 16.6 [19. 8] BCEGH 
28 甕 17.0 BCDGH 

29 甑 23.3 26.7 8.0 BCGH 

30 甑 15.0 11.0 3.5 BCGHJ 

31 甑 6.0 BCDEGH 
32 ミニチュア 3.6 BCDEGH 

33 編物石

34 土錘 長11.93 径4.88重246.IE 

35 砥石 長7.4 幅1.9 厚1.0

外面は細かい単位て‘‘ヘラケズリされる。 34は土錘て‘あ

る。長さ11.93cmと大形てある。外面は指頭ナデによ

り成形される。 35は砥石て‘、ある。片面に斜位の擦痕が

明瞭に残る。

下層～床面直上にかけて出士した遺物は1主居跡内に

散逸しており、カマド、貯蔵穴周辺を除くと出土量は

それはど多くなかった。右袖脇からは 3個体の土器が

重なって出土した。 17の小形甕の上に30の小形甑がの

り、その 2個体を覆うように27の甕上半部が検出され

た。 30の外面は口縁部から胴部上半にかけてミガキ様

のヘラケズリを施され光沢を有する。 27の下半の割れ

日は不均一てあった。貯蔵穴からは29の大形甑と22の

A 

A 

B 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

B 

C 

A 

A 

A 

B 

A 

A 

C 

C 
B 

A 

A 

A 

B 

B 

B 

B 

A 

A 

A 

B 

色調 残存 備考

赤 40 上層

黒褐 35 

橙 10 

灰褐 10 二次被熱

橙 25 粗製

橙 20 上層

赤 40 上層 破砕後二次被熱

橙 90 上層

鈍赤褐 60 上層

鈍橙 30 

橙 20 上層

鈍黄橙 40 

橙 35 上層粗製

赤 5 

鈍橙 90 床直

鈍橙 60 カマド 破砕後二次被熱

鈍橙 95 

橙 20 

鈍黄橙 95 上層

鈍橙 25 カマド

鈍橙 15 

橙 40 貯蔵穴

鈍褐 90 カマド

褐灰 80 カマド 貯蔵穴上層

橙 100 床直

橙 90 床直

鈍褐 95 転用器台（下端やや不均一）

鈍橙 30 床 直破砕後二次被熱

鈍橙 95 貯蔵穴上層

鈍赤褐 100 外面粗い縦位ミガキ 孔径2.5cm

明赤褐 80 焼成前の孔拡張痕孔径3.2cm

鈍橙 40 

12個体

上層

頁岩製 片面のみ擦痕あり

壺胴部が出土した。 29の日縁部は沈線状となる。内面

は縦位ヘラミガキ調整される。 31の甑は単孔式て‘‘ある

が、焼成前に鋭利な工具て了しを拡張したと思われる痕

跡が見つかった。 25の甕はカマド前方部から出土した。

はぱ直立する胴部を有し日縁部は最上位て‘‘小さく外反

する。内面は刷毛目調整される。編物石は覆土下層を

中心に12個体出土した。他住居跡出土の編物石の形態

と且弾交するとやや幅広なものが多い。上下層から出土

した遺物の器種組成は、上層が坪、壺が多い傾向にあ

るが下層からは坪は 1個体も出土しておらず、甕、甑

が組成の主体を占めていたため、両者の明確な時期差

は判別し難い。
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第85号住居跡（第217図）

第85号住居跡は I-7グリッドに位置する。他遺構

との重複関係は第86号住居跡を切る。また第79号住居

跡とコーナ一部が極めて近接していた。住居跡東半は

土取りにより削平されていた。

南北軸方向はN-30° -Eを指す。南北軸長は2.62

m、壁高0.23mて‘‘あった。遺存していた壁およびコー

ナ一部はやや円みを帯びており、南北軸が主軸となる

小形の縦長長方形が想定される。カマド、壁溝、ピッ

ト等の施設はなかった。

出土遺物（第217図）

出土遺物は僅少てあった。図化てきた 1も残存率は

低い。復元口径12.8cmの有段口縁坪てある。なお南西

コーナ一部より 12個体の編物石がまとまって検出され

た。コーナー際は重なって出士しており、一括廃棄の

様相を呈する。大きさは長さ13.6cm、幅6cm前後と形

態は近似している。

第217図 第85号住居跡 ・出土遺物

第86号住居跡（第218図）

第86号住居跡は I-7グリッドに位置する。他遺構

との重複関係は第79、85号住居跡に切られる。また東

壁周辺を土取りにより削平されていたが、それ以外の

遺存状況は良好て残存壁高は0.46mてあった。削平部

に所在する第90号住居跡との距離は 2mてあった。

なお本住居跡と重複する縄文時代後期の遺物包含層

の存在は、本住居跡南壁精査中に堀之内式土器の破片

が出土したことによりはじめて認識てきた。

第86号住居跡の主軸方向はN-2'-Eを指す。主

軸長5.96m、副軸長推定て‘‘5.50mて‘あり、方形を呈す

るが遺存していた壁はやや歪んて‘‘いた。壁溝がコーナ

一部のみ断絶して‘‘巡っていた。

主柱穴は湧水のため完掘て‘きなかった。柱間はp1 

-3.2m-P 2 -3.0m -P 3 -3.3m -P 4 -3.2m -

p 1てあった。

カマド右側から貯蔵穴が検出されたが、これも湧水

＼
 A

-

こ
攪乱

"̂-
A
-

A 38.00 A' 

冒
第 85号住居跡土層註

1 灰褐色 炭化物粒子微最酸化鉄粒子多拭

2 暗灰褐色 黒色土プロック・炭化物粒子多呈 焼士粒子少呈

亡〗
゜

2m 

゜
10cm 

第85号住居跡出土遺物観察表

番：号 1:：： I (：1：) 1 言： I 底径 I BC雷瓢謡 1焼A成］橙色調 1冒~I 12個体

備考
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第218図 第86号住居跡
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第86号住居跡土層註 カマド土層註

1 褐色 炭化物粒子・砂粒．灰褐色粘土プロック少屋 a 明褐色

2 暗 褐 色 第 1層に近似炭化物粒子やや多拭 b 灰褐色

3 暗褐色炭化物粒子少最 c 赤褐色

d 暗灰褐色

゜
2m 

砂質・炭化物粒子微最

焼土粒子・炭化物粒子少量

焼士粒子・焼土プロック主体 炭化物少葦

灰主体（灰層）

のため完掘て‘‘きなかった。平面形態円形を呈し、径

0.92XO. 78mてあった。上層から土器が出土した。

カマドは第79号住居跡により壊されており、右袖先

端と火床面と想定される円形の焼土堆積および灰層が

検出てきたのみて｀あった。 これらの配置から、 カマド

は北壁中央やや右よりに存在したと思われる。火床面

中央から推定北壁まての距離は0.85mて‘‘あった。

出土遺物（第219図）

遺物は貯蔵穴周辺からまとまって出土したが、住居

跡中央部からは少羅出土したのみてある。

北東コーナ一部から出土した 1、北西部から出土し

た2以外の坪はいずれも覆土下層出土て残存率が低い。

1の胎土には白色粘上が認められた。

12の小形の甕は床面上に散逸して出土した。内面に

黒色粒子痕が斜位に付着していた。 13の甕と 14の甑は

いずれも貯蔵穴覆士中から出土した。 14の口縁端部は

僅かに沈線状となる。

なお内面に斜位の付着物ヵ苅窟認された12の甕の最大

径は11、13の甕の頸部径より小さい。 カマド器設部の

構造を想定する上て興味深い事象と思われる。
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第219図 第86号住居跡出土遺物
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第86号住居跡出土遺物観察表

釆田方F 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成

1 杯 13.7 5.4 BCDEGH 

2 坪 15.2 4.5 BCEGH 

3 坪 (13. 4) (4.5) BCEGH 

4 杯 12.6 (4. 4) BCEGH 

5 杯 (17. 6) BCEGH 

6 杯 (13. 0) BCEGH 

7 杯 (15. 2) BCGH 

8 高昇 BCEGH ， 鉢 (22.4) BCEGH 

10 甕 (14. 8) (13.5) 7 2 BCEGH 

11 甕 18.9 BCGH 

12 甕 12.1 BCEGH 

13 甕 19.0 38.1 5.6 BCDEGH 

14 甑 26.8 30.6 8.0 BCEGH 

15 編物石

第73号住居跡（第220図）

第73号住居跡は I-6 • 7グリッドに位置する。他

遺構との重複関係はなかったが、カマド煙道部が第86

号住居跡と0.30mと近接する。なお 3m北東に位置す

る第75号住居跡と長軸方向は一致する。

主軸方向はN-31° -Eを指す。主軸長2.81m、副

軸長4.05mてあり 、横長の長方形を呈する。各壁およ

びコーナ一部はやや円みを帯びる。壁溝は南西コーナ

一部以外か ら検出された。

覆土最下層の第 4層からは多量の炭化物粒子が検出

されたが、床面直上からは炭化材、焼士等は検出され

なかった。なお第 4層は南壁際の第 5層流入後の堆積

てある。また第 2'層からは多贔の焼土粒子が検出さ

れた。

定型的な配置、規模の柱穴は検出されなかった。住

居跡中央付近から 3基のピットが検出されたが、深さ

0.05m前後の浅いものてある。貯蔵穴と認定て‘‘きる施

設はなかった。

カマドは北東コーナ一部より検出された。カマド主

軸方向はN-55° -Eてあり住居跡主軸から22゚ 東に

ずれる。カマド前方からは径0.38X0.3lm、深さ0.05

mの掘り込みが検出され、覆土か らは灰が多量に検出

された。これを燃焼部とすると、カマド長1.39m、煙

道部長1.00m、同幅0.20mてある。浅く掘り込まれた

燃焼部から緩やかに煙道部に移行する。煙道部底面は

A 

A 

B 

A 

B 

A 

A 

A 

A 

A 

B 

B 

A 

A 

色調 残存 備考

橙 95 臼色粘土含有

明赤褐 90 

橙 30 

明赤褐 15 

橙 15 

橙 15 

鈍黄橙 10 

明赤褐 50 

明赤褐 25 

灰赤 40 

橙 80 

橙 80 内面黒色物斜め付着

明赤褐 100 貯蔵穴

橙 90 貯蔵穴

3個体

傾斜していた。

カマド袖はやや遺存状況が悪かったが、灰黄褐色粘

土て構築されていた。袖の残存高はおよそ0.4mてあ

る。内面は被勢頚化していなかった。カマド覆土から

は灰層 (c、g層）が検出されたが、厚さ 2c頑塁て堆

積は薄かった。カマド内と煙道部覆土中から遺物が出

土している。

出土遺物（第221図）

少量の遺物が主にカマド前方から出土した。

1は筏土下層から出土 した薔模倣の坪てある。口径

11.6cmと小ぶりてある。 日縁内面に沈線を巡らす。胎

土からは白色粘土が観察て‘きた。

2は東壁際から完形て出土した蓋模倣の坪て‘｀ある。

日径10.8cmと小形て‘‘ある。 4も東壁際から出土した。

口縁部は小さく内傾して立ち上るが、ナデ整形により

僅かに中位が凹む。体部ケズリは日縁部直下より施さ

れる。 5はカマド煙道部から出土した。煙道部崩落後

の流入の可能性が高い。集落最新相の遺物と思われる。

6はカマド内覆土中から出土した甕日縁部て‘ある。

日縁部は大きく外反する。 7はカマド前方から出土 し

た。胴部最大径を上位に有し、口縁部は緩やかに外反

する。端部は沈線状となる。胴部上位におけるヘラケ

ズリ方向は横・斜位て‘ある。日縁部内面が凹状となる。

本調査区最新相の甕と思われる。編物石は 2個体出上

している。

-249-



第220図 第73号住居跡・ カマ ド
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第 73号住居跡土層註

1 灰褐色 焼土粒子少最炭化物粒子微最

酸化鉄粒子多羹

2 暗灰褐色焼土粒子少董炭化物粒子微呈

酸化鉄粒子多最崩壊焼土プロック少昼

2'暗灰褐色焼士粒子多量

3 暗灰褐色 焼土粒子・炭化物粒子微最酸化鉄粒子少嚢

4 黒褐色 炭化物粒子多最

5 暗褐色 焼土粒子微拭

゜
2m 

カマド土層註

a 暗灰褐色焼土粒子 ・炭化物粒子少呈酸化鉄粒子多嚢

b 赤褐色 崩壊焼士プロック主体

c 黒色 灰・炭化物粒子主体焼士粒子少葦（灰層）

d 灰褐色 灰少最焼士粒子微拭

e 暗灰褐色焼土プロック多量

f 赤褐色 焼土プロック主体

g灰 色 灰 ・炭化物粒子多最（灰層）

h 灰黄褐色粘質土酸化鉄粒子微最（袖構築土）

旦 7.90 よ C 37.90 C 

］ 言

゜
1m 
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第221図 第73号住居跡出土遺物
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第73号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成

1 坪 (11.6) (4. 2) BCEGH 

2 坪 10.8 3.3 BCEGH 

3 坪 (10.2) (2. 5) BCEGH 

4 坪 11.8 3.7 BCGH 

5 坪 (16. 2) (5. 9) BCDEGH 

6 甕 (23. 2) BCEGH 

7 甕 (23. 2) BCEGH 

8 編物石

第 1号住居跡（第222~224図）

第 1号住居跡はH-9グリッドに位置する。他遺構

との重複関係は第11号土墟に南壁を壊され、第 1号溝

を壊していた。第 1号溝を切る住居跡は、本住居跡以

外には第 4住居跡群の第 2号住居跡のみてある。

主軸方向はN-54° -Wを指す。主軸長4.70m、副

軸長4.78mてあり、方形を呈する。覆土下層の第 3層

は炭化物を多量に含有していた。壁からやや離れる壁

溝が断続しながら全周する。

主柱穴の深さはP1 =0.63m、P2 =0.63m、P3

=0.64m、P4 =0.50mてある。柱間はPl-l.76m

-P 2 -2. 03 m -P 3 -1. 98 m -P 4 -2. 33 m -P 1 

B 

A 

A 

B 

A 

C 

B 

-----I I) □8 

゜
10cm 

7 

色調 残存 備考

橙 40 臼色粘土合有

明赤褐 100 

明赤褐 15 

橙 90 

黒 15 煙道部

鈍黄橙 20 カマド

橙 30 

2個体

てあった。

カマド右側から貯蔵穴が検出された。平面形態隅円

方形を呈し、上位てゞ不定形な段を有する。径0.92X 

0.64m、深さ0.25mてあった。覆土最下層からは炭化

物粒子が多鼠に検出された。住居跡覆土第 3層に対応

するものと思われる。肩部から遺物が出土した。

カマドは北壁中央僅かに右よりに構築され、燃焼部

長0.70m、同幅0.40mてあった。煙道部長は0.65m、

同幅0.25mてあった。床面から緩やかに落ち込む燃焼

部から緩やかに立ち上がり煙道部に至る。煙道部底面

は傾斜していた。

住居跡南壁際からはP5、P6の2基のヒ°ットが検
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第222図第 1号住居跡
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第 1号住居跡土層註

1 黄褐色 焼土粒子・炭化物粒子・ロームプロック少最

2 褐色 焼土粒子・炭化物粒子少嚢

3 暗褐色 炭化物粒子多量

4 褐色 焼土・炭化物粒子少量

柱穴土層註

1 暗灰褐色炭化物粒子微董酸化鉄粒子多兼

玉'. 2 暗灰褐色炭化物粒子微最酸化鉄粒子少昼

3 暗褐色 炭化物粒子少嚢

4 灰褐色 酸化鉄粒子多最 しまり 強し

5 暗灰褐色灰色粘土微量

6 灰色 粘土質

貯蔵穴土層註

1 褐色 焼士・炭化物粒子少量

2 黄褐色焼士・炭化物粒子少量

2: 3 褐色 炭化材片・炭化物多童

P 5 • 6土層註

1 黄灰色粘土質

2 黄褐色焼土・炭化物粒子少量

3 褐色 炭化物粒子やや多最

゜

2m 

出された。いずれも深さ0.09~0.13m程の不定形な掘

り込みて` ある。またP5上面から北側にかけて、灰白

色の粘土が検出された。

出土遺物（第225• 226図）

遺物は床面直上から多数出土 したが、カマド・貯蔵

穴周辺、住居跡中央、南壁際の 3箇所に密集していた。

6の甑は孔径が5cmてある。11、12は台付鉢てある。

本遺跡からは他に第 6号溝跡から出土しているのみて‘‘

ある。13は1主居跡中央から出土した多孔の甑て‘‘ある。

底部はヘラケズリ後に穿孔される。貯蔵穴肩部から出

土した14、15の甕はいずれも胴部は張らず、 口縁部は

大きく外反するものてある。 16はp1の覆土最上層か
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第223図 第 1号住居跡遺物分布図
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ら逆位て出土した。

18個体の編物石が南壁際～住居跡中央にかけて出土

した。壁際のものほど出土位置は高 く、

廃棄と想定される。

第90号住居跡（第227図）

1次堆積後の

第90号1柑吾跡は I-8グリッドに位置する。 上記し

てきたように、周辺は土取りに削平されており、 0.6

mほど遺構確認面は低く、標高37.3mて‘‘あった。

3基のヒ°ッ トが検出された。深さはP1 =0.36、

2 =0.32m、P 3 =0.57mて`ある。

p
 p 1底面はさらに

1段低くなっていた。柱間はP1 -4. 35 m -P 2、p
 3 -2.25-P 1てあった。 P2-Plの方向はN-7° 

-Wを指す。

が出土した。

P2肩部～覆土中、

仮に削平されておらず、床面を隣接する第86号住と

同じレベルに想定すると、

P3覆土中から遺物

それぞれのヒ°ッ トは0.5~

0.8mの範囲となり、周辺の住居跡の柱穴と近似した

数値となる。壁面、カマド等は遺存していなかったが、

掘立柱建物跡の柱穴出土にするには遺物の残存率が良

好て‘‘あったこともあり竪穴住居跡と認定した。
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第224図第 1 号住居跡カマド
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第 1号住居跡 カマド土層註

a 褐色 焼土粒子・炭化物粒子微最

b 赤褐色焼士粒子・プロック・炭化物粒子多量

c 黒褐色炭化物粒子多最（灰層）

d 褐色 焼土粒子少最

e 黄褐色 ローム粘土主体

f 黄褐色 焼土粒子・炭化物粒子少最

g 黄褐色焼土粒子多最

C 38.oo ⇒‘ 

冒

゜
1m 

第 1号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考
1 坪 13.4 3.7 BCDEGJ B 橙 60 磨耗顕著
2 坪 (11.6) (3.1) BCEGH B 橙 45 
3 杯 13.6 3.8 BCDEGHJ A 鈍褐 70 
4 坪 12.4 4.3 BCEGHJ A 黒褐 90 
5 鉢 (20.8) 8.1 5.8 BCEGH B 橙 35 
6 甑 15.8 11.5 BCEGH A 明赤褐 70 孔径5cm
7 鉢 11.4 13.2 5.4 BCEGH B 鈍橙 70 
8 鉢 22.5 14.1 8.4 BCEGH A 鈍褐 70 ， 鉢 14.2 12.2 6.5 BEGH B 鈍橙 80 貯蔵穴木葉痕

10 甕 22.4 BCEGH B 橙 100 
11 台付鉢 14.7 18.1 11.2 BCEGH B 明赤褐 100 台部のみ反転実測

12 台付鉢 9.8 BCEGH A 明赤褐 100 
13 甑 21. 8 12.2 5.8 BCDEGH B 橙 70 多孔
14 甕 21 3 38.5 4.5 BE B 鈍橙 85 貯蔵穴中
15 甕 21. 6 (39.0) (4.5) BCEGH A 明赤褐 90 貯蔵穴中

16 甕 21. 8 BCGH C 橙 60 Pl上
17 編物石 18個体

第90号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備考
1 坪 (12. 6) 4.7 BCEGH B 橙 30 P3裂土
2 坪 (16. 0) 5.4 BCEGH A 橙 60 P3覆土
3 甕 (18.0) BCEGH C 明赤褐 25 P2覆土
4 壺 9.6 (11.3) BCEGH B 鈍橙 60 P2覆土
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第225図 第 1号住居跡出土遺物(I)
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第226図 第 1号住居跡出土遺物(2)
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第227図 第90号住居跡・出土遺物
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第 90号住居跡柱穴土層註

1 灰褐色炭化物粒子少最

2 灰褐色焼土粒子少最炭化物粒子多呈

2'灰褐色炭化物微葦

3 暗褐色焼土粒子少最炭化物粒子多最

4 灰色炭化物粒子少最

冒□昌墨冒
゜

2m 

出土遺物（第227固）

1、2の坪はP3覆土中から出土した。 3の球形の

胴部を有する甕と 4の短頸の壺はP2覆土中から検出

された。
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第228図第72号住居跡
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第 72号住居跡土層註

1 暗灰褐色 焼土粒子 ・炭化物粒子微最

1'暗灰褐色炭化物粒子多量

2 黒褐色 炭化物粒子主体焼土粒子微羞（炭化物層）

3 灰褐色 炭化物粒子微量

3'灰褐色 灰色粘土プロック少最

柱穴土層註

1 暗灰褐色 炭化物粒子少量

2 暗灰黄褐色炭化物粒子微量灰色粘士微最

3 灰黄褐色 灰色粘土微量

4 灰黄褐色 灰白色粘土少最 しまり強し

4'灰黄褐色 灰白色粘土多量

5 灰白色 粘土質

p 5土層註

1 灰褐色 炭化物粒子少量酸化鉄粒子多最

2 暗灰褐色炭化物粒子微量灰色粘土プロ ック多董

3 暗灰褐色酸化鉄粒子少羹

゜
2m 
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第229図 第72号住居跡カマド・出土遺物
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第 72号住居跡 カマド土層註

a 灰褐色 焼士粒子・炭化物粒子微蘊酸化鉄粒子多最

b 暗灰褐色焼土粒子多巌炭化物粒子微量酸化鉄粒子少最

c 灰褐色 炭化物粒子微最酸化鉄粒子多量

d 暗灰褐色 焼土粒子・炭化物粒子 ・酸化鉄粒子微最

d'暗灰褐色焼土粒子多量

e 赤褐色 焼土粒子・焼土プロック主体灰多最

f 灰色 灰主体焼土粒子微嚢

g 暗灰褐色 焼土粒子 ・炭化物粒子少量

h 暗灰褐色 焼土粒子・炭化物粒子微量

i 灰色 灰主体焼士粒子少量

j 褐色 灰・焼土粒子少量

k 黄褐色 焼土粒子 ・炭化物粒子微最

l 暗灰褐色焼士粒子・炭化物粒子微量

“`  ｀二ここ
゜

1m 

三三□〖

こ
こ／

第72号住居跡（第228• 229図）

第72号住居跡は I-9グリッドに位置する。他遺構

との重複はなかったが南東コーナ一部付近の壁面は土

取りにより削平されていた。

主軸方向はN-99°-Eを指す。主軸長4.47m、副

軸長4.28mてあり、端正な方形を呈する。壁溝は東壁

三 □□ 

゜
10cm 

際以外に巡るが、コーナ一部は断絶していた。

覆土中層から薄い炭化物層（第2層）が検出された。

第3層の堆積後に住居跡南西側か ら流入 した状況を呈

する。

主柱穴の深さはP1 =0.95m、P2 =0.95m、P3

=0.82tn、P4 =0.95mといずれも深い。また底面は
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第72号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 益ロロ古向 底径 胎土 焼成

1 坪 (11.8) (4.2) BCDEGH 

2 坪 (13 6) (4. 5) BCDEGH 

3 坪 (13 8) (4.4) BCEGH 

4 坪 (13. 0) (4. 7) BCEGH 

5 坪 (13. 2) (4. 0) BCEGH 

6 坪 (13. 8) (4.4) BCEGH 

7 好 11.2 4.6 BCEGH 

8 坪 (11.0) (4.4) BCEGH ， 坪 (14.2) 6.3 BCEGH 

10 高杯 12.4 8.7 9.2 BCDEGH 

平坦てはなく先細りとなっていた。柱穴覆士第 2、3 

層が柱痕を示すものと考える。

柱間はP1 -2.45m -P 2 -2.07m -P 3 -2.50m 

-P 4 -2.02m -P 1てあり 、柱間奥行きが0.5mほ

ど長かった。

定型的な規模、形態を有する貯蔵穴はなかった。 P

5としたものは、先細り状となり覆土等も柱穴と近似

しており 、性格は不詳てある。

カマドは東壁中央から検出された。床面と同レベル

の燃焼部から急激に立ち上がり煙道部に移行する。煙

道部底面は水平て｀、先端に煙出しピットを設ける。煙

出しピットは深さ0.18mを測る。

燃焼部長0.80m、同幅0.35mてあった。煙道部長は

1.59m、同幅0.30mてあった。火床面の被熱硬化は顕

著て‘あった。燃焼部からは10の高坪が逆位て出土した。

転用支脚と想定される。その直上からは土師器坪小片

が出土した。なお灰層(f層）は高坪の坪部まて堆積

していた。

出土遺物（第229図）

少量の遺物は床面直上から散逸して出土したが、甕、

甑は出土しなかった。また図化した遺物も残存率が低

いものが多い。

坪はいずれも須恵器蓋模倣てある。 2の日縁内面は

僅かに凹状を呈する。 7、 8は口径11cm前後の小形の

ものて‘ヽ 、口縁端部は外側に S字状に屈曲する。 9は日

径14.2cmに対して器高が6.3cmと深いが、口縁部は緩

やかに外傾する。 10の高坪はほぼ直立する日縁部を有

し、口縁端部が凹状を呈する。

B 

C 

C 
B 

A 

C 
B 

B 

B 

A 

色調 残存 備考

橙 35 
鈍褐 30 カマドー括と接合

鈍橙 10 
橙 20 

鈍黄橙 10 
鈍橙 10 カマド

橙 50 
橙 25 
橙 40 

赤 95 カマド 転用支脚

(10)その他の住居跡

本項て‘‘は、上記してきた住居跡群のように住居跡間

ての重複・密集が顕著て‘‘はなかった地域に立地する住

居跡を説明する。いずれも第 1~7住居跡群の東側に

位置する。ただし平成 2年度報告の17号バイパス関連

砂田前遺跡から検出された住居跡の密集箇所と近接す

るものがあることをあらかじめ明記しておく。

なお調査区東端の第89号住を除くと、いずれも方形

の住居跡形態と 4本主柱を有していた。

第51号住居跡（第230• 231図）

第51号住居跡はE-13• 14グリッドに位置する。本

調査区中の北東端の住居跡て‘あるが17号バイパス関連

の住居跡群が、本住居跡北およそ 8mに位置している。

なお最も隣接する住居跡としては第66号住居跡が南方

約 7mに所在する。

主軸方向はN-110°-Eを指す。主軸長3.77m、

副軸長3.83mてあり、端正な方形を呈する。残存壁高

0.46mを測り遺存状況は良好てあった。壁溝が断続し

ながら巡るが西壁側からは検出されなかった。

覆上は大きく 4層からなる。第 3層からは焼土・炭

化物粒子が多量に検出されたが各層の流入状況から自

然堆積と考えられる。

主柱穴の深さはP1 =0.42m、P2 =0.64m、P3

=0.59m、P4 =0.38mてあった。柱穴覆土第 1層は

柱痕を示すと考えられる。柱間は、 Pl-l.96m-P 

2 -1. 80 m -P 3 -1. 78 m -P 4 -1. 68 m -P 1てあ

った。

カマド右側から貯蔵穴Aが検出された。径0.76X
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第230図 第51号住居跡・出土遺物
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